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重力可変装置で火星表層の水の流れを解析する

Analysis of the flow of water in the surface of Mars using a gravity

variable apparatus
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　アトウッドの滑車を利用して加速度をコントロールすれば，月や火星の重力もつくれると考え，重力可変装

置を製作した．下降するおもりの側を実験カプセルとして内部の重力を計測した．0.5秒の短い時間ではある

が，火星，月，エンセラダスの表面重力を作ることができた．すでに実働している微小重力発生装置と連携す

れば0Gから1Gの任意の重力を生み出すことができる．さらに，上昇するおもりの側を実験カプセルとすれ

ば，約1.5Gまでの重力をつくりだせると考えられる． 

　この装置で作った火星表面重力を用いて，火星での水の振る舞いを観察した．その結果，火星上の水は，地

球上での挙動とかなり異なることがわかった．火星重力下での水は，粘性が大きくなったような動きを示し

た．映像から解析した火星の水の粘性は地球の水と比べて約2.4倍であった． 

　簡単な原理で目的とする天体の重力を実現することができた．今後の太陽系探査で，さまざまな天体環境で

の予備実験に重要な役割を果たすと考えられる．
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